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要約

　日常生活を送る上での身の回りのさまざまな物との付き合い方を．家庭においてどのように解

決され幼児が学んでいるかを調べるために名古屋市在住の子育て中の親を対象に質問紙調査を実

施した。2009年9月～11月にかけて保育園、幼稚園を通じて園児の家庭に調査を依頼した。

1，016通の調査用紙を配布し、702通の回答を得た。回収率は、69．0％であった。

　調査項目として．①物やごみに関する親の関心やしつけ、態度（9問）、②物やごみに関する

幼児の行動（4問）、③物やごみに関する親の行動や対処方法（10問）、④ごみとリサイクルの意

識を高めるための自由記述（1問）、を採り上げた。

　本調査の結果、子育て家庭における物との付き合い方の実態が浮かび上り、概ね年齢が若い親

ほどごみやリサイクルの取り組みには関心が低いことが分かった。さらに、幼児たちに対して環

境への配慮が意識されるよう親の立場から身をもって教えることの必要性が分析された。

Abstract

　We　carried　out　a　questionnaire　for　child　care　parents　resident　in　Nagoya　to　examine

how　parents　solved　and　how　children　leamed　how　to　get　along　with　variou．s　oblects　in

home．　We　asked　the　families　of　kindergarteners　for　investigation　through　the　nursery

and　the　kindergarten　in　September　and　October，2009。　We　distributed　l，O16

qu．estionnaires　and　got　702　answers．　The　recovery　percentage　was　69。0％．

Item　of　the　investigation

l．Interest，　discipline　and　the　manner　of　parents’about　an　object　and　the　garbage．（9

　qu．estiOnS）
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2。The　infant’s　behavior　about　an　oblect　and　the　garbage。（4questions）

3．Parent’s　action　and　consciousness　of　solution．（10questions）

4、Free　description　to　improve　consideration　of　garbage　and　recycling、（lquestion＞

　As　a　result　of　investigation，　we　found　that　young　parentラs　interest　of　garbage　was

low、　Moreover　it　indicates　that　it　is　important　for　parents　to　show　infants　an　awareness

of　the　environment．

禰．はUめに

　近年、日本をはじめとした先進各国では、経済成長を目指す立場から大量生産、大量消費に軸

足を置きつつも、持続可能な社会が是ではないかとする考えのありかたへと転換あるいは見直し

を計り始めてきている。各自治体においても環境保全の立場から消費の結果としての住民や事業

所が排出するごみに関する廃棄ルールを細かく決め実施している。政令指定都市名古屋市では、

いち早く環境先進都市を目指し2000年8月、大規模自治体の中ではとりわけ厳しい廃棄ルールを

定め市民に協力を求めた。名古屋市のこの取り組みは、他県に頼っていたごみの最終処分場（岐

阜県多治見市の愛岐処分場）が近々飽和状態になることへの危機感から始まったものであったが、

2000年4月に国の「容器包装リサイクル法」が全面施行され、ペットボトルだけでなく、紙製、

プラスチック製の容器包装をリサイクルする仕組みができたことも一つの理由である。

　容器包装リサイクル法では、容器包装の再生経費のみが事業者の負担であり、双集や選別の経

費は市民の税金（市町村の負担）で賄われる。名古屋市をはじめとした市町村は、再生だけでな

く収集や選別も事業者の負担で行うという「拡大生産者責任」の徹底を当初求め．市民に取り組

みやすく実効性も高まる仕組みへの改善を国へ働きかけていた。これが実施されると、リサイク

ルにかかる全ての経費が事業者負担であるため、それは商晶価格に転嫁され．使い捨て抑制の動

機づけとなることが期待されたからである。実際、ドイツでは拡大生産者責任の考え方が徹底し

ている。しかし、残念なことに10年経たが今もって日本においては定着させることができていない。

　一方で、全国各地に最新のガス化溶融炉を導入したごみ焼却場が建設されてきている。ごみは

燃やしても灰という新たなごみが生じ、埋め立て処理の大きな問題となっていた。この灰を資源

化し減らす技術が灰溶融で、名古屋市では五条川⊥場が2004年に、鳴海工場が2009年に完成して

いる。ごみ処理の切り札とも言われる技術であるが、確かに何でも焼却可能で、残さ（ざんさ）

も激減させることができる。実際、従前不燃物とされていたプラスチックごみは2011年度から可

燃ごみとして扱われることとなった。名古屋市のごみ問題は大きく解決に向かっていると考えら

れる。しかし果たしてどうなのだろうか。新たな疑問が生じてくる。容器包装材で包んだ商晶や

物は店頭にあふれ．子どもたちは豊富で安価な商品に囲まれて生活している。ペットボトル飲料

もリサイクル出来るのだからと、親は購入することに躊躇することが少なくなっているのではな
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いだろうかQ

　他方、学校教育で持続可能な社会とはという観点から小・中・高でも環境問題にかかわる教育

内容が取り上げられるようになった。リデュース（削減する）、リユース（何度も使う）、リサイ

クル（再利用）とした3Rだけでなく、5Rや7Rへと物の利用を再考させ、そもそも物の削減

を呼び掛ける言葉を学んでいる。また、名古屋市内の幼稚園や保育園では2005年より年間を通し

て環境保全への取り組みが進められている（なごやエコキッズ事業）。

　家庭においては大人の示範行動が子どもの模倣行動を促進することも考えられる。例えば子ど

もがお菓子の包み紙を何のためらいもなく捨てる行動は、大人がタバコなどをポイ捨てする行動

が示範となり模倣の表れと見ることもできる。子どもは環境からの影響を受けて様々な行動や意

識を内在化している。

　ごみや物の扱いへの感受性を子どもに酒養するにも、幼児期早期からの適切な方向付けが求め

られる。本研究は．育みの場である家庭での「物」との向き合い方の学習が生活の中で子どもた

ちのごみやリサイクル意識形成に影響を与えているのではないかという観点に立ち分析・考察す

ることを企図しており．名古屋市内の子育て家庭における物との関わり、付き合い方の調査と実

態から教育的方向付けについて具体的な示唆が得られるものと考える。

黛．調査

1、調盃の田的

　名古屋市のごみ減量への取り組みを受けて、未来を担う子どもたちのごみ減量やリサイクル意

識の育成に求められることは何かを探るため．名古屋市内の幼児をもつ家庭での物とのかかわり．

付き合い方について調べることを目的とした。

2、調盃：項田

（1）物やごみに関する親自身の関心やしつけ・態度について。（9問）

（2）物やごみに関する子ども自身（幼児）の行動。（4問）

（3）物やごみに関する親自身の行動や対処方法。（10問）

（4）ごみとリサイクルの意識を高めるための自由記述。（1問）

3、調盃方法

（1）調査地域　名古屋市内

（2）調査対象者　名古屋市内の幼稚園や保育園に通園している子どもをもつ家庭の親1，016名。

（3）調査期間　平成21年9月～11月

（4）調査手続き
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　物やごみに関する親自身の関心やしつけ・態度（9問）、物やごみに関する子ども自身（幼児）

の行動、物やごみに関する親自身の行動や対処方法（10問）、ごみとリサイクルの意識を高める

ための自由記述（1問）からなるアンケート用紙を作成した。各質問について4段階で評定した。

　名古屋市内16区の幼稚園および保育園に調査を依頼し、承諾を得た6園（幼稚園3園、保育

園3園）の全世帯に、園を通じて、アンケート用紙を家庭に配布してもらい、アンケート用紙に

記入後、回収をした。アンケート用紙の回収数は702で、回収率は69．、0％であった。

3．調査結核及び考察

　本調査では、家庭での物やごみとの付き合い方を伺い、子どもが家庭で物やごみに対してどの

ように対処しているか．またリサイクルに対する考えも合わせて調査や自由記述として回答者に

記入して頂いた。その結果を1。実態、2。物やごみに関する子ども自身の行動に関連する要因、

の2つの観点から分析する。実態については．調査対象者の基本属性を示し、続いて設問毎に調

査者全体に占める人数割合、親の年齢劉による人数割合、それぞれ両方を照らし合わせて読み取

れる事柄を記した。また、50歳代の人数が1名のみであるため、50歳代の調査結果に関しては、

参考程度とした。また、物やごみに関する子ども自身の行動に関連する要因については、親の関

心や態度および物の取り扱いや対処行動との関連から考えることとした。

1、調盃対象者の基本属性

　回答を回収できた調査対象者は702名であった（女性679名、男性21名。欠損値2）。

表1～表4に、年代別人数とその割合、子どもの年齢とその割合、子どもの性別．在籍園種につ

いて示した。

　　　　　表1．調査対象者の年代　　　　　　　　　　　　　表2。子どもの年齢

有効パーセ 累積パーセ
度数 パーセント ント ント

有効　　　　20歳代 60 8．5 8．6 8．6

30歳代 533 75．9 76．1 84．7

40歳代 106 15．1 15．1 99．9

50歳代 1 ．1 ．1 100．0

合計 700 99．7 100．0

欠損値　　システム欠 2 ．3

損値
合計 702 100．0

表3．子どもの性鴉
効パーセ 累積パーセ

度数 パーセント ント ント

有効　　　　女の子 345 49．1 49．9 49．9

男の子 346 49．3 50．1 100．0

合計 691 98．4 100．0

欠損値　　システム欠 1
1

1．6

損値
合計 702 100．0

有効パ一網 累積パーセ
度数 パーセント ント ント

有効　　　　　0歳 3 ．4 ．4 ．4

1歳 1
1

1．6 1．6 2．0

2歳 21 3．0 3．0 5．0

3歳 97 13．8 13．9 18．9

4歳 214 30．5 30．7 49．6

5歳 234 33．3 33．5 83．1

6歳 118 16．8 16．9 100．0

合計 698 99．4 100．0

欠損値　　システム欠 4 ．6

損値
合計 702 100．0

表4。子どもの在籍園種
効パーセ 累積パーセ

度数 パーセント ント ント

有効　　　保育園 208 29．6 29．8 29．8

幼稚園 491 69．9 70．2 100．0

合計 699 99．6 100．0

欠損値　　システム欠 3 ．4

損値
合計 702 100．0
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2、物やごみに関する親自身の関心やしっけ・態度について

Q咽二あなたは現在、ごみとリサイ

クルの取り組みに関心がありますか？

　ごみとリサイクルの取り組みへの

現在の関心度を尋ねたところ、全年

代を通じて関心が高く、関心がある

と答えた回答者は全体の8割を超え

た。その一方で親の年齢が若いほど

関心の薄い層が増加している傾向が

窺えた（図1）。

Q21あなたは子どもをもつ前から

ごみとリサイクルの取り組みに関心

がありましたか？

　子どもをもつ前のごみとリサイク

ルの取り組みへの関心度をみたもの

で、親の年齢が若くなるにつれて、

関心がある及び多少関心がある、の

両方を合わせた人数罰合が減少して

いた（図2）。

Q3二日ごろ子どもさんにものを大

切にするように欝っておられるほう

ですか？

　子どもに対してものを大切にと日

頃ことばがけをされているのかどう

かについて尋ねた。その結果、こと

ばがけをしている、していないの按

分は全年齢を通じてほぼ半数ずつに

分かれた（図3）。

園1かなり関心がある圏2多少関心がある□3あまり関心がない□4全く関心がない
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図1。ゴミとリサイクルの取り組みへの関心
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図2．子どもをもつ前のリサイクルの取り組みへの関心度
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Q41あなたは片付けを大事だと思

いますか？

　片付けは大事かどうかについての

設問では．そう思う及びどちらかと

言えばそう思うを選択した回答が9

割を超えほぼ大勢を占めた（図4）。

Q51子どもさんが片付けをしな

い場合．どのように対処していま

すか？

　子どもが片付けをしない場合の

対処の仕方をお尋ねした設問の回

答では、概ね7割超の方が．子ど

もと一緒に、または褒めたり励ま

したりして片付けさせるようにし

ていることが’読み取れた（図5）。

國1．そう思う國2どちらかといえばそう思う□3．あまり思わない□4．思わない
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□3．褒めたり、励ましたりして自分（子ども）でかたづけるようにしている
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　図5、子どもが片づけをしない場合の対処法

Qポ大人のごみやたばこのポイ捨

てをどう思いますか？
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いう回答を選択された。ただ、20
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た人数が少ないことがわかった（図

6）Q
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Q7二他の大人がごみのポイ捨てをし

ているのを見た蒔．あなたはお子さ

んに真似をしないように言いますか？

　他の大人がしたごみのポイ捨てを

見てご自分の子どもにしつけをされ

ているかをみる設問では．9罰以上

の方が真似をしないよう子どもにこ

とばがけをしていることが認められ

た（図7）。

園1必ず言う囲2たまに言う□3あまり言わない□4全く言わない
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Q8二あなたは．子どもさんがごみ

を門別するよう手助けしておられま

すか？

　子どもがごみを分別する時の親の

手助けについての回答は、8割を超

える方が機会をとらえて日常的にし

つけとして配慮をしていることが窺

われた（図8）。
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図7．ゴミのポイ捨てを見て
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Q獣子どもさんの行いに対して．

「もったいないよ」と口に出して言

うことはどの程度ありますか？

　子どもの行いに対して「もったい

ない」と口に出して言うかどうかに

ついての設問であるが．よく言う、

どちらかというと言う、を両方合わ

せると、9割の方々が選択されてい

た。そのことから「もったいない」

の言葉は、幼児の親の世代では．日

図1いつもしている目2できるだけしている□3あまりしていない□4していない
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図8、子ども分即寺の親の手助け

100％

國1よく言う日2どちらかというと言う□3ほとんど言わない□4言わない
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　図9．子どもの行為に対する「もったいない」という諭し

常的に用いられていることがみてとれる（図9）。
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3、物やごみに関する子ども自身（幼晃）の行動

3歳児以上と3歳児未満児とでは、大きく回答の傾向が異なることが認められた。幼児の発達

との関連から別々に分析する必要があると判断される項目群であった。

Q鱒1子どもさんはお菓子の包みは

ごみ箱に捨てていますか？

　菓子の包み紙をごみ箱に捨ててい

るかの設問の回答では、3歳児以上

の各年齢層では選択された回答には

概ね同様の傾向が認められた。3歳

児以上に関してはほぼ9割が、ごみ

箱に捨てていると回答していた。3

歳未満児については回答のばらつき

国1そう思う圏2どちらかといえばそう思う□3あまりそう思わない□4そう思わない
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図10。包み紙をごみ箱へ捨てる

100％

がみられたが半数超の方が、積極的にごみをごみ箱に捨てる行動を援助していることが窺われた

（図10）。

Q胴1子どもさんはものを大切にし

ていると思いますか？

　子どもは物を大切にしているかど

うかの設問の回答では、0歳児を除

いて子どもの年齢が上がるにつれて

物を大切にしているとの親の評価も

上がっていることが認められた。幼

児期の物の取り扱い方は、日常のな

かで年齢を追って会得していくもの

であることが読み取れた（図ll）。

國1そう思う日2どちらかといえばそう思う日3あまりそう思わない□4そう思わない

錐
磯
磯
職
鐡
蟻
曲
面

紬1．5％ギ

ギ12．4％！〆

〆10．3％

0％　　　　　10％　　　　　20％　　　　　30％　　　　　40％　　　　　50％　　　　　60％　　　　　70％　　　　　80％　　　　　90％　　　　100％

　　図11．子どもはものを大切にしているか
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Q121子どもさんは片付けをするほ

うですか？

　子どもは片付けをするかどうかの

設問では．3歳児以上の年齢層では、

片付けをする子どもが半数を占める

ことがわかった（図12）。
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Q捻1子どもさんはrもったいない」

という書捨の意味をどの程度理解し

ていると思われますか？

　子どもはどのくらい「もったいな

い」という言葉を理解しているかに

ついては、3歳児以上の年齢層では

7割を超えるやや高めの罰合をどの

年齢層でも同程度で示していた。3

歳未満児については．親の評価にば

らつきがみられた（図13）。

圃1．そう思う圏2．どちらかといえばそう思う□3．あまりそう思わない□4．そう思わない
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図12。子どもは片づけをするか
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圃1．よく分かっている團2．どちらかといえばそう思う［］3．あまり思わない□4．思わない
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　　図13。「もったいない」のことばの理解度

4、物やごみに関する親自身の行動や対処方法

Q韓1家庭内に子どものおもちゃは

多いと思いますか？

Q騰1家庭内に子どもの服は多いと

おもいますか？

Q裕1家庭内に物は多いですか？

　q14及びQ15及び（毫16について

は、家庭内の物の量の多寡について

國1．そう思う目2．どちらかといえばそう思うEヨ3．あまりそう思わない□4．そう思わない
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図14、子どものおもちゃは多いか
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の実感を尋ねる項目である。家庭内

には子ども用晶を含め物が多いとい　　全体

う選択肢を選んだ方が7割から8割
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50歳代
と高い比率であった（図14、図15、

図16）Q　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40歳代

圏1そう思う團2どちらかといえばそう思う□3あまりそう思わない□4そう思わない
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図16。物は多いか
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Q171家庭内で不用になった物はど

うされますか？

　家庭内での不要品の行方を尋ねた

ところ、捨てる方．その一方で他へ

の活用方法を考える方とがほぼ半々

で拮抗していた。物の処分について

ご家庭で迷っている姿が浮かび上がっ

てきた（図17）。

園1すぐに捨てる　　　　　　　　目2．どちらかといえば捨てる

図3ほかに活用できる方法を考える□4．とりあえずとっておく
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Q櫓1子ども用品（服・小物など）

は知人からのおさがりやリサイクル

品を利用したことがありますか？

195

Q億二子どもの大型生活用晶（ベッ

ド，三輪車．ベビーカー．大型遊異．

自転車など）は知人からのおさがり

やリサイクル品を利周したことがあ

りますか？

囹1よく利用する圏2たまに利用する□3あまり利用しない□4全く利用しない
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図18．子ども用品のお下がりやリサイクル品の利用
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　これらの質問では、リサイクル用

晶を生活の中に積極的に活用してい

る実態が表れていた。服や小物等の

子ども用品では8割、ベビーカーや

ベッド等の大型子ども用品でも7割

を超える方が利用している実態が窺

える（図18、図19）。

Q2⑪二壊れたおもちゃや、サイズの

合わない子どもの服を直して使った

ことがありますか？

Q2歓子ども用晶（おもちゃ．袋物、

等等）を手作りすることに関心があ

りますか？

国1よく利用する囲2たまに利用する□3あまり利用しない□4全く利用しない

全体

50歳代
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図19．子どもの大型生活用晶のお下がりやリサイクル品の利用

団1よくある国2したことがある［］3しょうと考えているがまだない□4ない
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図20．壊れたおもちゃの修理や子供服のサイズのリフォーム

　これらの質問では、自分で物に手

を加えて再生、再利用をすることがあるかどうかを尋ねる項目群であった。（謎18と（謎19で示さ

れたリサイクル用品の積極的な利用と比べると、自分で手を動かして物を製作、再利用する方の

数は少なめの結果（（謎20は5割、q21は4割）であることがわかった。しかし手作りについて

は、機会があれば作りたいとする潜在的な意欲が多く（5割強）見受けられる（図20、図21）。
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国1．関心があり作ることがある国2．節約のため作ることがある［］3．機会があれば作ってみたい□4．関心はない
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図21、子ども用品の手作りへの関心

Q221子どもさんが描いた絵をずっ

と保存しますか？

Q231子どもさんが作った工作を保

存しますか？

　これらの質問では、園や家庭で製

作した造形作品の保存について尋ね

た。物は多いと実感しながらも（q

14．（ミ15、（謎16）、子どもが製作し

た絵や工作の作品は現物で保存した

いと考えている回答者が多いことが

わかった。ただし工作作品について

は、写真に撮って残しておく手段を

選んだり、保存はしないと考える回

答者も親の年齢層が高くなるにした

がって増えていた（図22、図23）。

圃1絵は現物で残しておく

［］3絵は写真で残しておく

目2絵は現物と写真で残しておく

□4保存はしない
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園1．工作は現物で残しておく
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圏2．工作は現物と写真で残しておく
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5、物やごみに関する子どもの行動と関連する要因

　本研究の目的の1つは、子どもたちのごみ減量やリサイクル意識の育成に求められることは何

かを探ることであった。子どもたちのごみ減量やリサイクル意識の育成に、物やごみに関する親

自身の関心やしつけ・態度や日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法が関

連しているのではないかと考え、これら2つの要因と物の取り扱いに関する子どもの行動との相

関を検定した。なお、3歳未満児は、質問項目の中にある「もったいない」「ものを大切にする」

といった抽象的概念の発達が不十分であると考えられるので、ここからの分析は3歳以上の子ど

もを抽出して分析した。

D物やごみに関する親自身の関心やしつけ・態度と物やごみに関する子どもの行動との関連

　物やごみに関する親自身の関心やしつけ・態度（8項目）と物やごみに関する子どもの行動

（4項目）相関を検定した。その際に、数値が高いほど関心や態度および理解度が高くなるよう

に、（凶以外の項目の評定値を逆転させた。なお、（西については間隔尺度と見なせないため、

削除した。

①お菓子の包みをごみ箱に捨てる行動（qlO）と親自身の関心やしつけ・態度との関連

　お菓子の包みをごみ箱に捨てる行動と親自身の関心やしつけ・態度8項目との間に有意な相関

は認められない。

（2）物を大切にする行動・態度（（ミ11）と親自身の関心やしつけ・態度との関連

　Q3：日ごろ子どもさんに物を大切にするように言っているか（r一。242，．ρぐ01）、（ミ8：ごみを

分別するよう手助けしているか（r一。225，。ρ＜．Ol）について有意な相関が認められた。

（3）物を片付ける行動（（謎12）と親自身の関心やしつけ・態度との関連

　q3：日ごろ子どもさんに物を大切にするように言っているか（r一．、229，．ρぐ01）についてのみ有

意な相関が認められた。

（4）「もったいない」ということばの意味理解（（謎13）と親自身の関心やしつけ・態度との関連

　有意な相関を示したのは、（輪：日ごろ子どもさんに物を大切にするように言っているか（み

。204，．ρ＜。Ol）とq8：ごみを分別するよう手助けしているか（r一．225，。ρ＜．01）であった。

以上の結果より、ごみや物の取り扱いに対する親自身の関心やしつけ・態度の中で、「日ごろ
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から子どもに物を大切にするように言う」「ごみを分別するよう手助けしている」といったしつ

け・態度は、子どもの肯定的なものの取り扱い行動や「もっていない」という概念形成に関連し

ていることが示唆された。

2）日なの生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法と物やごみに関する子どもの

行動との関連

　日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法（8項目）と物やごみに関する

子どもの行動（4項目）との相関を検定した。その際に、数値が高いほど親自身の行動や対処行

動の評定が肯定的になるように、（毫17以外の項目の評定値を逆転させた。なお、（毫22と（毫23に

ついては、間隔尺度と見なせないこと、および子どもの作品への親としての想いを測る意味合い

も強い項目であるため、分析する際に削除した。

①お菓子の包みをごみ箱に捨てる行動（q10）と日々の生活における物やごみに関する親自身

　の行動や対処方法との関連

　　お菓子の包みをごみ箱に捨てる行動と日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や

対処方法との間に有意な相関は認められない。

（2）物を大切にする行動・態度（（ミ11）と日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や

　対処方法との関連

　　物を大切にする行動・態度と日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法

　との間に有意な相関は認められない。

（3）物を片付ける行動（Q12）と日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法

　との関連

　　物を片付ける行動と日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法との間に

　有意な相関は認められない。

（4）「もったいない」ということばの意味理解（q13）と日々の生活における物やごみに関する

　親自身の行動や対処方法との関連

　　「もったいない」ということばの意味理解と日々の生活における物やごみに関する親自身の

行動や対処方法との間に有意な相関は認められない。
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　ここで検定した日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法に関する項目は、

親のエコ・環境配慮志向を反映した内容であり、子どもに直接的に働きかけるしつけや態度では

ない。このような志向性や価値観は子ども、特に幼児にはわかりにくいため、子どもの物やごみ

に関する行動に直接は関連しなかったものと考えられる。

4、まとめ（今後の課題）

　本調査における親世代は、子どもの頃に積極的な環境教育を受けてきたわけではない。しかし、

次世代の子どもには教育的観点から多くの伝えていくべき事柄があり、親もまた共に学んでいく

必要があると考えられる。調査項目（軽と（ミ2の結果を比較してみると、子どもをもつまではご

みとリサイクルの取り組みに関心がなくても、子どもをもっことを契機として関心をもつように

なった回答者がいた。親として何をどう教えていくべきか手探りで取り組んでいるのではないか

と考えられる。このような結果を含め、今回の調査では、ごみとリサイクルに関する子育て家庭

の実態を把握することができた。この結果を踏まえ、行政、家庭、保育園および幼稚園、学校現

場などが連携しつつ、効果的な意識の啓発や取り組みの展開を考えていく必要がある。

　「物やごみに関する子どもの行動」と「物やごみに関する親自身の関心やしつけ・態度」およ

び「日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処方法」との関連をみたところ、

「日ごろから子どもに物を大切にするように言う」「ごみを分別するよう手助けしている」といっ

た直接的なしつけや態度が物やごみに関する子どもの行動を促していることが示唆された。一方、

親のエコ・環境配慮志向を反映した「日々の生活における物やごみに関する親自身の行動や対処

方法」は子どもの行動にあまり直接的な影響を与えないのではないかということが推測された。

したがって、子どもたちのごみ減量やリサイクル意識の育成のためには、幼児期からの具体的で

直接的な子どもへのしつけや態度が求められると考えられる。

　q24の自由記載欄において、子どもたちのごみとリサイクルの意識を高めるために、どのよ

うな手立てや⊥夫が考えられるかの考えや意見を329件得られた。現在進行中の毎日の子育ての

中、親の気づきが随所に見られ、さっそく生活の中に組み込んでいければという⊥夫や、生産者

や製造者、社会のあり方にまで思いを巡らしている意見があった。ひとりひとりの意見を集約す

ることで、全体の思いの方向を伝え、次の流れへとつないでいくことができると考えられる。保

育や教育の立場から社会の責務をいくばくかでも担って、子どもの年齢や特性に合った支援のあ

り方を提案するなど実際に保育・教育の現場および家庭のサポートを目指すことの大切さを調査

の中から汲みとり、今後の展開として保育・教育の立場から家庭向けプログラムを実践、提案し

ていく必要があると考えている。
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アンケート調査用紙

家庭における物との関わりに関するアンケート調査のお願い

　このアンケート調査は、名古屋市のごみ減量への取り組みを受けて、

名古屋市内の幼児をもつ家庭での物との関わりについて調べること

を目的としています。その結果をもとにして次世代のごみ減量に対

する啓発をどのように進めるかを考え、皆様に情報を提供すること

を行ってまいります。

　本調査は、（財）名古屋市リサイクル推進センターによる平成21

年度活動推進助成を受けて実施しています。

　尚、ご回答いただいた内容は、すべて統計的に処理、分析されま

すので個人が特定されることはありません。

　ご多忙のところ誠にご面倒をおかけ致しますがご協力宜しくお願

い申し上げます。

以下の質問をお読みいただき、最も当てはまる数字を○で囲んで、ご回答ください。

ご兄弟姉妹がいる場合は園に通う上のお子さんを想定してお答えください。

ここでは、あなた自身のことについてお伺いします。

Q1．あなたは現在、ごみとリサイクルの取り組みに関心がありますか？

1．かなり関心がある

2．多少関心がある

3。あまり関心がない

4．全く関心がない

Q2．あなたは子どもをもつ前からごみとリサイクルの取り組みに関心がありましたか？

1．かなり関心がある

2．多少関心がある

3．あまり関心がない

4．全く関心がない

Q3，日ごろ子どもさんにものを大切にするように言っておられるほうですか？

1．そう思う

2．どちらかといえばそう思う

3．あまり思わない

4．思わない

Q4．あなたは片付けを大事だと思いますか？

1，そう思う

2，どちらかといえばそう思う

3．あまり思わない

4．思わない

Q5．子どもさんが片付けをしない揚合、どのように対処していますか？

1．叱ってでも子どもに片付けさせるようにしている

2，一緒に手伝って片付けるようにしている

3．褒めたり、励ましたりして自分（子ども）で片付けるようにしている

4．自分（親）で片付けてしまう

Q6，大人のごみやたばこのポイ捨てをどう思いますか？

1．自分もしたことがあり、別にかまわない

2．自分はしたことがあるが、良くないと思う

3．自分はしたことはないが、しかたがない

4．自分はしたことはなく、容認できない

Q7，他の大人がごみのポイ捨てをしているのを見た時、あなたはお子さんに真似をしない

ように言いますか？

1．必ず言う

2．たまに言う

3．あまり言わない

4．全く言わない
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Q8，あなたは、子どもさんがゴミを分別するよう手助けしておられますか？

　　　1．いつもしている

　　　2．できるだけしている

　　　3，あまりしていない

　　　4。していない

Q9。子どもさんの行いに対して、「もったいないよ」と口に出して書うことはどの程度あ

りますか？

　　　1。よく言う

　　　2．どちらかというと雷う

　　　3．ほとんど言わない

　　　4書わない

ここでは、手どもさんのことについてお聞きします。

q1◎，子どもさんはお菓子の包みはごみ箱に捨てていますか？

1．そう思う

2．どちらかといえばそう思う

3．あまりそう思わない

4，そう思わない

Q11，子どもさんはものを大切にしていると思いますか？

1．そう思う

2。どちらかといえばそう思う

3．あまり思わない

4，思わない

Q12．子どもさんは片付けをするほうですか？

1．そう思う

2．どちらかといえばそう思う

3．あまり思わない

4．思わない

Q13，子どもさんはドもったいない」という雷葉の意味をどの程度理解していると思われ

ますか？

ユ。よく分かっている

2，どちらかというと分かっている

3．あまり分かっていない

4，分かっていない

ここでは、子どもさんのを含め物に対する取り扱いをお聞きします。

Q14、家庭内に子どものおもちゃは多いと思いますか？

　　　　1．そう思う

　　　　2．どちらかといえばそう思う

　　　　3，あまりそう思わない

　　　　4，そう思わない

Q15．家庭内に子どもの服は多いとおもいますか？

　　　　1，そう思う

　　　　2．どちらかといえばそう思う

　　　　3．あまりそう思わない

　　　　4。そう思わない

Q16．家庭内に物は多いですか？

　　　　1．そう思う

　　　　2．どちらかといえばそう思う

　　　　3．あまりそう思わない

　　　　4．そう思わない

Q17．家庭内で不用になった物はどうされますか？

　　　　1．すぐに捨てる

　　　　2．どちらかといえば捨てる

　　　　3，ほかに活用できる方法を考える

　　　　4，とりあえずとっておく

Q18，子ども用品（服・小物など）は知人からのおさがりやリサイクル品を利用したこと

がありますか？

　　　　1，よく利用する

　　　　2．たまに利用する

　　　　3．あまり利用しない

　　　　4，全く利用しない

Q19．子どもの大型生活用品（ベッド、三輪車、ベビーカー、大型遊具、自転車など）は

知人からのおさがりやリサイクル品を利用したことがありますか？

　　　　1．よく利用する

　　　　2，たまに利用する

　　　　3．あまり利用しない

　　　　4．全く利用しない

Q20．壊れたおもちゃや、サイズの合わない子どもの服を直して使ったことがあります

か？

　　　　1．よくある

　　　　2．したことがある

　　　　3．しょうと考えているがまだない

　　　　4，ない

Q21．子ども用品（おもちゃ、袋物、服等）を手作りすることに関心がありますか？

　　　1．関心があり作ることがある

　　　2、節約のため作ることがある

　　　3，機会があれば作ってみたい

　　　4，関心はない

Q22．子どもさんが描いた絵をずっと保存しますか？

　　　1，絵は現物で残しておく

　　　2，絵は現物と写真で残しておく

　　　3．絵は写真で残しておく

　　　4．保存はしない

Q23．子どもさんが作った工作を保存しますか？

　　　1．工作は現物で残しておく

　　　2，工作は現物と写真で残しておく

　　　3．工作は写真で残しておく

　　　4．保存はしない

Q24．子どもたちのごみとリサイクルの意識を高めるために、どのような手だてや工夫が

考えられますか？お考えやご意見を自由にお書き下さい。

F1．あなたの性別を選んで下さい。

1．女性　　　　　2．男性

F2、あなたの年代を選んで下さい。

1．20歳代　　2．30歳代　　3，40歳代　　4．50歳代

F3．お子さんの年齢（園に通っておられる一番上のお子さんの年齢）を選んでください。

1．零歳　　2．一歳　　3，二歳頃　4．三歳　　5，四歳　　6．五歳　　7．六歳

F4．お子さんの性別はどちらですか？

1．女の子　　　　2。男の子

F5．お子さんの園はどちらですか？

1．保育園　　　　2．幼稚園

F6．お子さんの園は何区にありますか？

1．西区　　　　　　　　　　　　9．港区

2，緑区　　　　　　　　　　　10．瑞穂区

3。天白区　　　　　　　　　　11．千種区

4．守山区　　　　　　　　　　　12．名東区

5，中村区　　　　　　　　　　13，南区

6．昭和区　　　　　　　　　　14．中村区

7，中区　　　　　　　　　　　15．熱田区

8．中川区　　　　　　　　　　16，北区

これで、アンケートは終わりです。

ご記入いただいたアンケート用紙は、封筒に入れた上、封をして、アンケート回収箱に投入して下さい。

ご協力ありがとうございました。


